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いずみちゃんと学ぶ  泉崎 のコト
まな いずみざき
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こ
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コ
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福
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福
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中
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５
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あらい孝
たかひろ

祐氏プロフィール

昭和３４年泉崎村生まれ
白河高校、青山学院大学文学部卒、平
成２６年まで村職員として勤務。
第７２回福島県文学賞短歌部門奨励賞
第７４回福島県文学賞短歌部門正賞

泉崎の
　　文芸
～村内の優れた
� 文学作品等を紹介します～④

役
や く ば

場って何
なに

をしているの？

　みんなが気
き も

持ちよく、安
あんしん

心して暮
く

らしていくためには、色
いろいろ

々なサービ

スや手
てつづ

続きが必
ひつよう

要です。役
やくば

場は、みんなが住
す

みやすい村
むら

にするために、

窓
まどぐちぎょうむ

口業務から水
すいどう

道の管
かんり

理、図
としょかん

書館やさつき公
こうえん

園など公
こうきょうしせつ

共施設の運
うんえい

営を行
おこな

っ

ています。村
そんちょう

長と職
しょくいん

員で意
いけん

見を出
だ

し合
あ

いながら、みんなの声
こえ

を聞
き

き、村
むら

の

発
はってん

展と村
そんみん

民の幸
しあわ

せのために仕
しごと

事をしています。

　役
やくば

場の中
なか

でも、それぞれの役
やくわり

割ごとの課
か

に分
わ

かれて村
むら

づくりに取
と

り組
く

んでいます。

　次
じかい

回からは、役
やくば

場の各
かくか

課の紹
しょうかい

介をしていきます。

　６月
がつごう

号では、総
そ う む か

務課の紹
しょうかい

介をします。
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